
実施年度：令和８年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

実施日 

（ 柏 ）令和８年６月２８日(日)・令和８年９月１３日（日） 

（千葉）令和８年７月１２日（日）・令和８年９月 ６日（日） 

（香取）令和８年６月１４日（日）・令和８年９月１３日（日） 

（君津）令和８年６月 ７日（日）・令和８年８月３０日（日） ※両日程参加者０名のため中止 

（鴨川）令和８年６月２１日（日）・令和８年９月 ６日（日） 

事業名 高校生のためのボランティア講座 

趣 旨 

高校生がボランティア体験を通して多様な他者や社会と関わることにより、自己の在り方・生き方を

見つめ直すとともに、ボランティアに関する知識や理解を深め今後のボランティア活動に取り組む動

機付けとすることをねらいとする。また、自発的・主体的に地域に根ざしたボランティアを体験すること

により自らが生活している地域に目を向けさせる。 

会 場 

（ 柏 ）さわやかちば県民プラザ       （千葉）千葉市生涯学習センター 

（香取）県立水郷小見川青少年自然の家 （君津）君津市生涯学習交流センター 

（鴨川）県立鴨川青少年自然の家 

対 象 

・県内に在住、または県内の高等学校に通学していること。 

・ボランティア活動に対して意欲・関心を持っていること。  

・原則として、希望する１会場の全日程（２日間）及びボランティア体験に参加できること。 

申込方法 各高等学校の担当職員が受講生をとりまとめ、当所ホームページより申込む。 

募集定員 （柏・千葉）５０名 （他会場）３０名 募集期間 令和８年４月７日から令和８年５月１４日 

参加者数 １４０名 参加費用 無料 

講師 等 

神田外語大学 石井雅章 氏・ディープデモクラシーセンター 加納基成 氏 

NPO法人子どもえんてらす 金川聡美 氏・千葉県ユニセフ協会 福本朋子 氏・伊東栄美子 氏 

明海大学 中井延美 氏・ちば生涯学習ボランティアセンター 山下部礼子 氏・村田裕子 氏 他１４名 

実施内容 

主催：さわやかちば県民プラザ・千葉市生涯学習センター・ 

県立水郷小見川青少年自然の家・県立君津亀山青少年自然の家・県立鴨川青少年自然の家 

参加人数：               日程：１０：００～１６：００（各会場、各回共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 応募 第１回 第２回 

柏 ２６名 ２０名 １４名 

千葉 ６２名 ５２名 ３３名 

香取 ４名 ３名 ２名 

君津 ２名 ０名 中止 

鴨川 １８名 １６名 １４名 

ボランティア 
基礎講座 
（香取） 

災害ボランティアについて 
災害時の野外炊事（鴨川） 

国際ボランティアについて 
外国コインの仕分け（柏） 

ボランティア体験発表・交流 
ワークショップ（千葉） 



参加者 

アンケート 

【満足度 97.4 ％】 

○ボランティアについて様々なことを詳しく知ることができて良かった。とてもいい経験になった。これ

からもボランティアをやろうと思うことができたので、この講義で学んだことを次からやるボランティ

アで活かしていきたい。 

○ボランティアの経験がまだ少ないので身近なボランティアからはじめて、より良い社会を作れたらい

いなと思いました。ボランティアをする人、全員が受けるべきだと思うほどすべてとても有益な講座

だったと思います。 

○有意義な時間が過ごせたと感じた。ワークショップが自分のためにもなったし、知らない高校生とも

コミュニケーションが自然と取れて良かったと思う。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「多様な他者や社会と関わること」を通して「自己の在り方・生き方を見つめ直

す」こと、「ボランティアに関する知識や理解を深め今後のボランティア活動に取り組む動機付けとす

ること」について、各講座において、受講生が新たな知識を習得し、日頃の活動などを見つめ直すき

っかけとすることができた。 

・受講生を対象に実施したアンケートについては、満足度が全会場全講座の平均で９7％と高い結果

が得られた。 

・各会場において、体験や活動を含む講座を設定し、受講生が理解しやすい内容が多く設定できた。 

・活動等を通して、受講生同士が意見交換や交流などをする機会もあり、他者と関わり理解すること

についても実践することができた。 

【課題・今後の方向性】 

・令和７年度から各会場２回の講座実施となっているが、昨年に引き続き第２回の出席率が非常に低

かった。担当の教員にリマインドを複数回行ったが、返答がなく受講生が欠席し、理由もわからない

ままのことが多かった。 

・全体的に参加人数が減少している。特に君津会場の申込者が２名かつ第１回講座時に２名とも欠席

し、講座を中止せざるを得ない状況となった。第２回講座単体での追加募集も行ったが申込者が０

名、元々申込んでいた２名も参加意思がなしということで、第２回講座も中止とした。君津会場近隣

学校への広報周知が全くなされていないという情報があり、電子施行で完結させる方法が効果的

でない可能性が高いため、次年度からの施行方法は熟考したい。 

・令和８年度より閉所となった東金会場に代わり千葉会場を設定した。千葉市生涯学習センターの協

力もあり、地域性の高い講座を構成することができた。 

・国の「全国体験活動ボランティア活動総合推進センター」が、「全国社会教育活動・ボランティア活動

総合推進センター」へと名称変更したこともあり、次年度からより「社会教育活動」について比重を

おく講座へと移行したいと考えている。ボランティアも社会教育活動の一環であるが、それ以上に高

校生における「体験活動」に焦点を当てた講座にすることで、各会場の魅力化を図り参加人数の増

加につなげていきたい。 

・受講証明書の発行要件が「２日間の参加とボランティアの実施」としており、今の高校生にとっては

ハードルが高いもののように感じる。次年度は講座参加のみでの証明書発行とするとともに、ボラン

ティアにも参加したくなるような主体性が高まる講座を構築していきたい。 

 


